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指導者のコーチングスキルが  

学生アスリートのライフスキル獲得に及ぼす影響  

―大学サッカー競技を対象とした検討―  
 

島本好平* 
亀谷 涼* 壺阪圭祐** 

 
 

抄録  
 

本研究の目的は，大学年代のサッカー指導に携わる指導者を対象とし ライフスキルの獲

得を促す働きかけ（ライフスキルコーチング）の高・低が選手のライフスキルとどのよう

に関連しているかを明らかにすることであった．予備調査では，関西学生サッカーリーグ

部 リーグに所属する チームの大学生 名（ 大学男子， 年生 名・ 年生・

名・ 年生 名 大学男子， 年生 名・ 年生 名・ 年生 名・ 年生 名）に

アンケート調査にてライフスキルを測った．調査自体は 年 月に実施された。ま

た，本調査では，関西学生サッカーリーグ 部 リーグに所属する数チームの指導者に

ライフスキルコーチングを測り，コーチング力の高・低の チームを選定した．そして，

その指導者が指導する チームの大学生 名（ 大学男子， 年生 名・ 年生 名・

年生 名・ 年生 名 大学男子， 年生 名・ 年生 名・ 年生 名・ 年生

名）を シーズン（ 月・ 月・ 月）に渡り縦断調査し，選手の指導者から受けるコー

チングの認知とライフスキルの関連をアンケート調査した．

キーワード：コーチングスキル，大学生， シーズン，縦断調査
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The influence that the coaching skill of the leader gives to the 

life skills acquisition of the student athlete 

―Examination for university soccer competitions―  
 

Kohei SHIMAMOTO* 
Ryo KAMETANI* Keisuke TSUBOSAKA** 

Abstract 
 

The purpose of this study intended for a leader engaged in the soccer instruction of 
the university generation and was to clarify how you were related to the life skills of 
the high low が  player of the pressure (life skills coaching) to promote acquisition  of 
the life skills. In the preliminary investigation, I measured life skills by questionary 
survey to 102 university students (University A boy, 22 University B boys raw for nine 
third grader .2 years for straight .17 people .1 years, five 14 fourth grade r .3 years 
student .2 years straight one .1 years straight 34) of two teams which belonged to two 
copies of Kansai student soccer league B leagues. Investigation in itself was carried 
out in December, 2015. In addition, in this investigation, I measured li fe skills 
coaching to the leader of several teams which belonged to two copies of Kansai student 
soccer league A leagues and chose high low の  two teams of coaching. And I ran for 
(May .8 .12 a month month) in 1 season and investigated 97 university student s 
(University A boy, 20 University B boys raw for four fourth grader .3 years for straight 
14 people .2 years for straight nine people .1 years, seven fourth grader .3 years 
straight six .2 years straight 13 .1 years straight 18) of two teams which the lea der 
instructed, and questionary survey did the recognition of the coaching to receive from 
the leader of the player and connection of the life skills.  
 
Key Words: Coaching skill, university student, 1 season, longitudinal survey 
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１．問題

スポーツを通した人間形成は，指導者の誰もが必要

と感じている しかし，実際は勝敗を意識するあまり技

術指導が優先され，人間形成が後回しになっていると

考えられる 実際，アスリートによる賭博行為，未成年

による飲酒喫煙，薬物乱用など社会的責任を負う事件

が起きている．アスリートが競技を通して人間力を高

めていくには，指導者の人間形成を意識した指導が必

要となってくる 近年トレセン活動を充実させレベル

アップを図ってきた日本サッカー協会も，中期計画と

して「育成環境の充実」を新たなミッションに付け加

え，「地域 都道府県協会， リーグをはじめとするト

ップリーグとの連携を強化し，サッカーを通じた豊か

な人間形成も意識した，より充実した長期一貫指導体

制を構築します。」（ 中期計画）と提唱している

豊かな人間形成を支える能力の つとしては，日常

生活で生じるさまざまな問題や要求への建設的かつ効

果的な対処を促すライフスキル（以下， ）

が挙げられる また， の獲得は，人々の専門的なパ

フォーマンスの発揮にもつながる可能性が指摘され

（島本ほか， ），実際，個人種目を中心として，

は競技成績と正に関連することが示されている（垣田

ほか， 島本・米川， 清水・島本， ）．

今後，アスリートがさらに自身の競技レベルを高めて

いくには，技術を身につけるだけでなく も同時に身

につけなければならない．さらには，競技終了後，ま

たは社会に出て豊かな生活を送るにはスポーツを通し

て を高め，心を豊かにする必要性が高まっている．

．目的

本研究では，一般的なレベルの大学生サッカー競技

者を対象として，アスリートに求められる （島本ほ

か， ）と の獲得を促す指導者によるコーチング

（壺阪ほか， ）に着目し，選手が認知する指導者

からの コーチングと選手の との関連性を調べる

ことで，スポーツを通して を身につけ「サッカーを

普及させること」，「Ｗ杯で優勝する」ことにつなげ，

また，アスリートが心を豊かにし，競技終了後に豊か

な社会を迎えられるよう，コーチングスキルの向上に

寄与する知見を得ることを目的とする．

．予備調査

． 目的

一般的なレベルの大学生サッカー競技者を対象とし

て，アスリートに求められる （島本ほか， ）と

の獲得を促す指導者によるコーチング（壺阪ほか，

）に着目し，選手が認知する指導者からのコーチ

ングと選手の との関連性の有無の獲得を主な目的

とした．また，新入生と在学生（ 年生）で分析を行

い，学年による関連性の差異についても検証を行う．

． 方法

． ． 調査対象

調査対象は関西学生サッカーリーグ 部 リーグ

に所属する チームの学生であり，実施された調査

に不備なく回答した 名（ 大学男子，年生 名・

年生・ 名・ 年生 名／ 大学男子， 年生

名・ 年生 名・ 年生 名・ 年生 名）である．

． ． 調査時期

調査は 年 月に実施された．

． ． 調査内容

の獲得を促す指導者によるコーチングの認知度

を評価する項目として，壺阪ほか（ ）が多数のス

ポーツ指導者の実践経験をもとに指導者用に開発した，

の獲得を促すスポーツコーチングスキル尺度の全

項目を，学生アスリート用にアレンジしたものであ

る．壺阪ほか（ ）の尺度は，「可視化を促すコーチ

ング（例：自分のやるべきことは紙に書くよう指導し

ている）」，「感謝する心を育成するコーチング（例：指

導者が感謝の気持ちを日ごろから口にするようにして

いる）」，「目標達成を促すコーチング（例：目標は具体

的に数値化するよう指導している）」，「自発的な行動を

促すコーチング（例：失敗してもポジティブな言葉か

けをするようにしている）」の 下位尺度からなるが，

学生アスリート用では順に，「自分のやるべきことは紙

に書くよう指導されてきた」，「指導者は感謝の気持ち

を日ごろから口にしていた」，「目標は具体的に数値化

するよう指導されてきた」，「失敗してもポジティブな

言葉をかけてくれていた」等と項目の表現が一部修正
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される．

大学生アスリート用 評価尺度として，島本ほか

（ ）による尺度で，「日本一」等の優秀な競技成

績を達成した一流のスポーツ指導者たちの実践的な経

験をもとに見出されたアスリートに求められる を，

「ストレスマネジメント」「目標設定」「考える力」

「感謝する心」「コミュニケーション」「礼儀・マナ

ー」「最善の努力」「責任ある行動」「謙虚な心」「体

調管理」という 側面から評価することができる（計

項目）．

． ． 手続き

予め各チームの指導者に説明を行い，調査について

の説明，調査票の配布と回収は各チームの指導者によ

り実施された．調査票への記入は各チームの指導者の

説明後すぐに実施され，回収作業は即日行われた．

． ． 統計処理

相関分析を実施し， の獲得を促す指導者による

コーチングの認知と との関連性を検証した．分析

自体は学年ごとに実施した（ 年生 名， 年生以

上 名）．また，分析には

を使用し，有意水準は ％とした．

． 結果及び考察

まず， コーチングと との間には正の相関関係

が認められ（表 ，表 ），負の相関関係は見られなか

った．したがって，大学生サッカー競技者において，

量変数は正に関連している可能性が確認された．

「目標達成を促すコーチング」において，新入生で

は つの と有意な正の相関関係が見られたが（表 ），

年生以上では有意な相関関係は示されなかった（表

）．この つの のうち，「考える力」を除く つの

側面は， 年生において「自発的な行動を促すコーチ

ング」と正の相関関係が見られた（表 ）．このことか

ら， 年生以上ではそれまでに学生自身が指導者から

受けてきたコーチングの影響もあり，自主的な行動に

移すことが可能となり，コーチングの認知度と の関

連が深まっているのではないかと考えられる．

一方で 群とも対人スキルである「コミュニケー

ション」との間には有意な相関関係は見られなかった．

「コミュニケーション」については，本研究で対象と

したコーチングとは別に，親密な人間関係を促進する

（榎本， ）と言われる「自己開示」を交えたコミ

ュニケーションを指導者が意識させ，また，指導者自

身が率先して自己開示しながら，チーム全体のコミュ

ニケーションを活性化させていく必要があると言える．

結果として，「目標達成を促すコーチング」では学年

間で関連性に明確な差異が認められたが，「可視化を促

すコーチング」と「最善の努力」，「感謝する心を促す

コーチング」と「感謝する心」というように，学年に

関係なく共通して認められる関係性も見られた．この

ことから，部分的には，指導者のコーチングが選手の

と安定的に正に関連していることが示唆された．

　(1年生　n=56)

目標設定

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
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表1　選手が受けるコーチングの認知と選手のライフスキルとの相関係数

表2　選手が受けるコーチングの認知と選手のライフスキルとの相関係数

注）* p<.05   ** p<.01
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．本調査

． 目的

予備調査同様，一般的なレベルの大学生サッカー競

技者を対象として， の獲得を促す指導者によるコー

チング（壺阪ほか， ）の認知とアスリートに求め

られる （島本ほか， ）との関連性を， シーズ

ンを通じて縦断的に検証することを目的とする．また，

時期的な要因に加え，指導者による コーチングのレ

ベルの高低も踏まえて検証を行う．

． 方法

． ． 調査対象

コーチングのレベルの低い指導者が指導するチー

ム（ 大学）と高い指導者が指導するチーム（ 大学）

の学生を対象とした 分析はすべての調査に不備なく

回答した 名（ 大学男子， 年生 名・ 年生 名・

年生 名・ 年生 名 大学男子， 年生 名・ 年生

名・ 年生 名・ 年生 名）を対象として行った．

大学と 大学が選定された経緯について述べると，

事前に関西学生サッカーリーグ 部リーグに所属する

指導者数名に， の獲得を促すスポーツコーチングス

キル尺度（壺阪ほか， ）の全 項目を用いてアン

ケート調査を実施し，特徴的な コーチングのレベル

の高い指導者と低い指導者 名を選定した．

． ． 調査時期

調査は 年のシーズン（ 月～ 月）における 月

と 月，そして， 月の計 時点で実施された．

． ． 調査内容と手続き

いずれの調査とも，予備調査と同様の内容にて実

施された．また，手続きについても，予備調査と同

様に実施された．

． ． 統計処理

相関分析を実施し， の獲得を促す指導者による

コーチングの認知と との関連性を検証した．分析

は 時点にわたり大学（ 大学， 大学）ごとに実施

し，関連性の経時的な変化を検証した．分析には

を使用し，有意水準

は ％とした．

． 結果及び考察

A大学 B大学

（低）5 （高）13

（低）8 （高）16

（中）9 （高）13

（中）9 （高）15

 （低）31 （高）57

1項目 評価 全項目 評価

4～8 低 低 16～32

9～12 中 中 33～48

13～16 高 高 49～64

表3　各指導者のコーチングスキル

表4　コーチングスキル分布

可視化を促すコーチング

感謝する心を促すコーチング

目標達成を促すコーチング

自発的な心を促すコーチング

平均

可視化を
促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的行動
を促す

コーチング
5月
8月

12月

表6　指導者から受けたコーチングの量　B大学

可視化を
促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的行動
を促す

コーチング
5月
8月

12月

表5　指導者から受けたコーチングの量　A大学
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表 には 大学と 大学における指導者の， コ

ーチングの得点を示している．また，表 と表 は，

大学と 大学の学生が認知する，指導者から受け

る コーチングの量である．それによると，平均値

は 大学ではすべて一桁であるのに対し， 大学で

はすべて二桁であった．このことから，選手一人ひ

とりの には，指導者による コーチングが大き

く関連していることが示唆された．

また，表 から表 には 大学の，表 から表

には 大学における， 時点にわたる相関分析の

結果を示している． 以上の有意な相関係数は網掛

にしている．それによると， コーチングのレベル

の低い指導者が担当する 大学では，シーズンを通

じて， コーチングの認知と との間には有意な

相関関係はほとんど見られなかった（表 ～表 ）．

一方， コーチングのレベルの高い指導者が担当

する 大学では，経時的に有意な正の相関関係が増

えてきており，徐々にではあるが指導者の コーチ

ングがチームに浸透してきている様子が見られた．

時点ごとの特徴では， 月のシーズン中断期におい

て「自発的な行動を促すコーチング」は「体調管理」

を除くすべての と有意な正の相関関係にあるこ

とから（表 ），選手の 獲得を促す上で，シーズ

可視化
を促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的な行動
を促す

コーチング

可視化
を促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的な行動
を促す

コーチング

可視化
を促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的な行動
を促す

コーチング

目標設定 目標設定 目標設定

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

体調管理 体調管理 体調管理

最善の努力 最善の努力 最善の努力

礼儀ﾏﾅｰ 礼儀ﾏﾅｰ 礼儀ﾏﾅｰ

責任ある行
動

責任ある行
動

責任ある行
動考える力 考える力 考える力

謙虚な心 謙虚な心 謙虚な心

感謝する心 感謝する心 感謝する心

可視化
を促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的な行動
を促す

コーチング

可視化
を促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的な行動
を促す

コーチング

可視化
を促す

コーチング

感謝する心
を促す

コーチング

目標達成
を促す

コーチング

自発的な行動
を促す

コーチング

目標設定 目標設定 目標設定

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

体調管理 体調管理 体調管理

最善の努力 最善の努力 最善の努力

礼儀ﾏﾅｰ 礼儀ﾏﾅｰ 礼儀ﾏﾅｰ

責任ある行
動

責任ある行
動

責任ある行
動考える力 考える力 考える力

謙虚な心 謙虚な心 謙虚な心

感謝する心 感謝する心 感謝する心

注)* p<.05  **p<.01 注)* p<.05  **p<.01

注)* p<.05  **p<.01

表12　選手が受けるコーチングの認知と
　　　選手のライフスキルとの相関関係

                      　　　　　B大学　12月             （　n=44)

表7　選手が受けるコーチングの認知と
       選手のライフスキルとの相関関係

                               A大学　5月               （　n=47)

表9　選手が受けるコーチングの認知と
       選手のライフスキルとの相関関係

                              　A大学　12月 　          （　n=47)

表10　選手が受けるコーチングの認知と
選手のライフスキルとの相関関係

                           B大学　5月                 （　n=44)

表11　選手が受けるコーチングの認知と
　　　選手のライフスキルとの相関関係

                          　 　B大学　8月 　            （　n=44)

注)* p<.05  **p<.01 注)* p<.05  **p<.01

注)* p<.05  **p<.01

表8　選手が受けるコーチングの認知と
      選手のライフスキルとの相関関係

                             　A大学　8月  　           （　n=47)
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ン前半を終えたこの時期に選手の自発性に働きかけ

ることの重要性が示唆された．また，「目標達成を促

すコーチング」では有意な相関関係は見られなかっ

た．これは，中断期においてチームがまだ目標を明

確にとらえられていないことが考えられる． 月に

は，「体調管理」を除いて全体的に有意な正の相関関

係が見られており（表 ），対照的に 大学では何

も関連性が見られなかった（表 ）ことを踏まえる

と，シーズンを通した指導者による コーチングが，

選手の 獲得に大きく関連していることが考えら

れる．特に 大学では，シーズン終盤に向かうにつ

れ正の相関関係が多く見られる（表 ～表 ）こと

は，選手が勝利のみならず，人間的な成長をも視野

に入れ活動していると考えられる．また，選手が受

けるコーチングと との間には， コーチングの

レベルの高低が大きく関連していると考えられる

すなわち， コーチングを促さないことにより，選

手側も の重要性や必要性を感じていないと考え

られる．一方で コーチングのレベルの高い指導者

のチームでは選手も の必要性を感じ，シーズン終

盤に向けた大事な時期にはさらに を意識して活

動が促進されていると考えられる 指導者が コー

チングを促すことで，選手も の重要性をより感じ

取り，特に「目標達成を促すコーチング」では選手

が目標を具現化し，活動を通して にまで重要性を

感じていることが考えられる また，「自発的なコー

チング」により主体的に の重要性を認知していこ

うとしていると考えられる

５．総括

予備調査と本調査を踏まえて，選手の 獲得を促

していくためには，指導者の コーチングのレベル

が高いと選手の受け取るコーチングの量も多くなり

（表 ～表 ），指導者が コーチングのレベルを高

めていくことが求められると言える．また，シーズ

ンを通じて縦断的に検討を行った結果，時期によっ

て重要な役割を果たす コーチングの側面を明ら

かにすることができた．さらに，選手に の重要性

や必要性を浸透させるためには，シーズンを通じて

コーチングを継続的に展開していく必要性も示

唆された（表 ～表 ）．

指導者は常に勝敗のみを優先するのではなく，教

育的視点から人間教育に重きを置いた指導を忘れて

はならない．アスリートが生涯にわたり心を豊かに

し，豊かな社会を過ごしていくためにも，スポーツ

を通して を高める必要性を指導者は認識しなけ

ればならない．また，そのためには，指導者が

コーチングのスキルを高めなければ，選手の に関

連するコーチングができなくなる．指導者の コー

チングスキルを高めることが望まれる．

今後，コーチングスキルの高い指導者が．選手の

に大きく関連しているのは本研究で実証できた

が，押しつけだけに終始する指導では，指導者の前

では礼儀作法や挨拶などはしっかりとできるが，目

の届かない場所になると途端に緊張感が切れてしま

うことが多くみられる． に関する知識をしっかり

と植え付けることは重要であるが，うわべだけの

にならないよう，最終的にはアスリート自身が

の重要性を十分認識し，指導者からのコーチングを

受け取る必要性がある．
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